
不登校の子供へどのように向き合えばよいのか？どのような言葉をかければよいのか？
日々悩み、不安を抱えている保護者の皆様へ。

大分大学教育学部卒業後、佐伯市で小学校教諭を32年間勤務。
在職中に不登校を考える親の会「星の会」を設立。退職後、不登校・ひきこもり研究所「明
日が見える」を設立し、現在は不登校・ひきこもり支援に関する講演・相談活動を行ってい
る。
〈役職〉
 ・星の会（不登校・ひきこもりを考える親の会）代表
 ・不登校・ひきこもり研究所「明日が見える」所長
 ・不登校を考える親の会ネットワークおおいた 代表

千葉県民及び教育関係者
※お申込みの方には、期間限定でアーカイブをご案内します。

お申込みはこちらから→
                                                 　　    令和8年3月10日（火）締切

≪オンライン講演会≫

不登校の子どもへ寄り添うということ
～不登校と社会的自立～

千葉県子どもと親のサポートセンター　放課後メタバースちば～こさぽんの家～

Peer Meeting Lounge（ピアミーティングラウンジ）

令和8年3月11日（水）15:00～17:00日程

Zoomによるオンラインセミナー形式開催形式

対象

お問合せ：株式会社城南進学研究社　メール: k-solution@johnan.co.jp

講演者:
加嶋 文哉さん

主催：千葉県子どもと親のサポートセンター（千葉市稲毛区小仲台5-10-2）

「大人が良いと思う方向が子供をかえって追い詰めることになってしまうことがありま

す。その失敗に気づくことがよりそうということであると思います。」

30年間に渡り不登校の子供たちや保護者と向き合ってきた加嶋さんを講師に迎え、講演会

を実施いたします。きっと皆様にとって支援のヒントをもらえることと思います。参加を

お待ちしております。

千葉県子どもと親のサポートセンター
マスコットキャラクター こさぽん


